
平
成
十
六
年
史
跡
探
訪
レ
ポ
ー
ト

市
内
－
浜
脇
界
隈

　
平
成
十
六
年
八
月
ニ
ト
ニ
日
（
日
）
、
本
年
度
市
内
史
跡
探
訪
会
が

行
わ
れ
た
。
今
回
は
町
起
こ
し
の
動
き
を
現
地
で
見
聞
し
よ
う
と
浜
脇

地
区
を
対
象
に
し
た
。
参
加
者
は
3
8
名
。

　
当
日
の
見
学
説
明
者
は
別
府
史
談
会
会
員
で
「
浜
脇
温
泉
・
セ
ピ
ア

芭
散
歩
」
の
ウ
ォ
ー
ク
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
安
藤
康
男
さ
ん
。
午
前

九
時
か
ら
先
ず
は
Ｊ
Ｒ
東
別
府
駅
を
見
学
し
た
。

　
東
別
府
駅
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
ロ
十
一
月
に
開
業
、
当
時

は
「
浜
脇
停
車
場
」
と
称
し
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
か
ら

東
別
府
駅
と
改
称
さ
れ
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
三
月
に
は
、

以
前
の
面
影
を
残
し
た
ま
ま
、
リ
ュ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

　
次
に
現
在
府
脇
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
大
長
浜
脇
館
跡
（
浜
脇
東
公

　
　
　
　
ご
う
よ
／
ペ
ト
ー

固
結
）
、
崇
高
寺
（
七
ん
寺
、
禅
寺
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
、
長
覚
寺
（
下

ん
寺
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
）
を
見
学
後
、
元
旦
戸
、
桝
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
糸
水
蜜
）
、
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
賞
の
蜜
（
糸
永
、
財
前
蜜
）
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の

阿
部
京
商
店
、
旧
浜
脇
郵
便
局
、
九
清
水
、
角
清
水
跡
、
ベ
ン
ガ
ラ
の

荒
金
久
邸
、
平
尾
邸
、
修
福
寺
（
黄
薬
宗
）
等
を
見
学
し
た
。
そ
の
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後
、
浜
脇
小
学
校
と
南
小
学
校
が
合
併
し
て
、
平
成
十
六
年
二
月
に
落

成
し
た
南
小
学
校
（
旧
浜
脇
小
学
校
跡
地
）
を
見
学
、
芝
尾
宏
校
長

の
説
明
を
受
け
た
。
南
小
学
校
は
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
と
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
方
式
を
採
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
新
校
舎
で
あ
る
。

　
南
小
学
校
を
見
学
後
、
ハ
幡
朝
見
神
社
を
参
拝
し
、
神
日
出
男
宮
司

の
説
明
を
受
け
、
宝
物
館
等
を
見
学
、
十
三
時
頃
、
現
地
解
散
し
た
。

市
外
－
宇
佐
・
高
田
の
神
社
と
寺
院
　
’

　
十
一
月
七
日
（
日
曜
）
、
絶
好
の
秋
日
和
の
も
と
、
県
立
歴
史
博
物

館
渡
辺
文
鍛
鋼
館
長
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
歴
史
博
物
館
―
宇
佐
神
宮
―

大
善
寺
－
大
楽
寺
－
高
田
市
昭
和
の
町
－
長
安
寺
－
青
宇
田
の
画
像
石

を
巡
る
市
外
歴
史
探
訪
会
が
実
施
さ
れ
た
。

　
歴
史
博
物
館
で
は
、
折
か
ら
開
催
中
の
特
別
展
「
南
無
阿
弥
陀
仏
－

浄
土
へ
の
遺
」
を
見
学
、
東
西
本
願
寺
は
じ
め
県
内
外
か
ら
出
展
さ
れ

た
阿
弥
陀
像
、
聖
人
絵
、
肖
像
、
筆
墨
な
ど
8
8
件
の
宝
物
を
介
し
て
、

深
奥
な
阿
弥
陀
信
仰
の
世
界
に
接
す
る
一
時
を
過
ご
し
た
。

　
次
い
で
宇
佐
八
幡
宮
で
は
、
宝
物
館
で
弥
勒
寺
の
遺
品
な
ど
を
観
覧

の
後
、
本
殿
、
呉
橋
、
弥
勒
寺
跡
な
ど
を
散
策
、
終
わ
っ
て
寄
藻
川
堤

防
沿
い
の
遺
を
曹
洞
宗
大
善
寺
へ
と
移
動
、
国
重
要
文
化
財
「
木
造
薬

師
如
来
座
像
」
（
３
↑
５
惣
）
の
威
容
に
目
を
見
張
り
、
絶
わ
っ
て
田

圃
道
を
徒
歩
で
大
楽
寺
へ
と
た
ど
っ
た
。
こ
こ
で
は
秘
仏
「
木
造
弥
勒

菩
薩
座
像
」
・
脇
侍
の
日
光
・
月
光
画
菩
薩
、
四
天
王
像
を
拝
観
、
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
住
職
の
特
別
の
計
ら
い
で
、
身
を
隔
壁
ガ
ラ
ス
の
内
側
に

置
き
、
清
楚
な
諸
仏
を
間
近
に
拝
顔
す
る
幸
運
に
も
恵
ま
れ
た
。
境
内

に
停
む
等
身
大
の
地
蔵
・
観
音
な
ど
の
多
く
の
諸
仏
も
ま
た
気
品
が
あ

り
、
会
員
の
拝
観
す
る
姿
も
散
見
さ
れ
た
。

　
昼
食
は
、
高
田
市
中
央
公
園
で
取
り
、
島
理
事
の
ご
配
慮
で
近
藤
正

治
氏
が
昭
和
の
町
を
案
内
、
手
土
産
を
ど
っ
さ
り
、
バ
ス
で
一
路
吉
弘

氏
ゆ
か
り
の
嵐
山
（
城
）
山
麓
の
天
台
宗
長
安
寺
へ
。

　
カ
ヤ
の
▽
不
造
り
で
、
若
さ
弾
む
少
年
を
連
想
さ
せ
る
太
郎
天
（
士

６
２
惣
）
を
中
に
、
脇
侍
の
制
咤
迦
童
子
、
衿
褐
羅
童
子
が
目
前
に
並

ぶ
。
参
加
者
全
員
が
始
め
て
一
堂
に
会
し
、
す
っ
き
り
と
し
た
眼
差
し

で
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
語
る
渡
辺
文
雄
先
生
の
解
説
に
耳
を
傾
け
る
。

　
最
後
に
青
宇
田
の
画
像
石
を
見
学
。
板
状
石
に
地
獄
極
楽
の
あ
り
よ

う
を
描
い
た
線
刻
の
描
写
は
、
絵
巻
物
の
地
獄
草
紙
・
餓
鬼
草
紙
の
筆

致
を
連
想
さ
せ
る
。
新
た
な
発
見
に
一
同
感
嘆
の
声
し
き
り
で
あ
っ
た
。

渡
辺
先
生
に
手
を
振
り
、
一
路
別
府
花
時
計
前
広
場
へ
。
晴
天
、
心
地

よ
い
疲
労
感
、
満
ち
足
り
た
探
訪
の
一
日
で
あ
っ
た
。
（
研
修
部
）
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